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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データラインとスキャンラインに電気的に連結される駆動部と、
　発光するために前記駆動部に電気的に連結される複数の発光ダイオードを含む発光部と
、
　一つの電圧源が他の電圧源から前記発光ダイオードのうちの各々の一つに供給された電
圧と異なる電圧を供給する複数の電圧源と、
　前記電圧源と前記発光ダイオードの間で前記発光ダイオードを前記電圧源に選択的に連
結する選択部と、を含み、
　前記駆動部と前記発光部はアクティブ領域である表示部に形成され、前記選択部と前記
電圧源は非アクティブ領域である非表示部に形成され、
　前記選択部には複数のサブフィールドの中一つのサブフィールド及び次のサブフィール
ドの一部の間前記発光ダイオードのそれぞれの色のための選択信号が供給され、
　一つのフレームは前記発光ダイオードのそれぞれの色のためのサブフィールドを含み、
　ｋ番目のデータ信号の振幅は実質的に下の式：
【数１】

　で定義され、
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　ここで、Ｄｋはｋ番目のデータ信号の振幅、ｎはスキャン信号の全体個数、Ｄｕはデー
タ信号の単位振幅であることを特徴とする電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記選択部は前記電圧源の各々と前記発光ダイオードのうちの一つの間にある少なくと
も一つのトランジスタを含むことを特徴とする請求項１に記載の電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記発光部は各々が赤、緑、青色の光のうち一つを放出して前記電圧源の少なくとも二
つのうち一つに電気的に連結される三つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項
１に記載の電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記発光ダイオードは有機発光層を含む有機電界発光表示素子であることを特徴とする
請求項１に記載の電界発光表示装置。
【請求項５】
　選択部は前記発光ダイオードを前記電圧源に順次的に連結することを特徴とする請求項
１に記載の電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記三つの発光ダイオードの各々は前記少なくとも二つの電圧源のうち他の一つに連結
されることを特徴とする請求項３に記載の電界発光表示装置。
【請求項７】
　データラインとスキャンラインに電気的に連結される駆動部と、
　発光するために前記駆動部に電気的に連結される複数の発光ダイオードを含む発光部と
、
　一つのグランドソースが一つのグランドソースから前記発光ダイオードのうちの各々の
一つに供給された電圧と異なる電圧を供給する複数のグランドソースと、
　前記グランドソースと前記発光ダイオードの間で前記発光ダイオードを前記グランドソ
ースに選択的に連結する選択部と、を含み、
　前記駆動部と前記発光部はアクティブ領域である表示部に形成され、前記選択部と前記
電圧源は非アクティブ領域である非表示部に形成され、
　前記選択部には複数のサブフィールド中一つのサブフィールド及び次のサブフィールド
の一部の間前記発光ダイオードのそれぞれの色のための選択信号が供給され、
　一つのフレームは前記発光ダイオードのそれぞれの色のためのサブフィールドを含み、
　ｋ番目のデータ信号の振幅は実質的に下の式：
【数２】

　で定義され、
　ここで、Ｄｋはｋ番目のデータ信号の振幅、ｎはスキャン信号の全体個数、Ｄｕはデー
タ信号の単位振幅であることを特徴とする電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記選択部は前記グランドソースの各々と前記発光ダイオードのうち一つの間にある少
なくとも一つのトランジスタを含むことを特徴とする請求項７に記載の電界発光表示装置
。
【請求項９】
　前記発光部は各々が赤、緑、青色の光のうち一つを放出して前記グランドソースの少な
くとも二つのうち一つに電気的に連結される三つの発光ダイオードを含むことを特徴とす
る請求項７に記載の電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記発光ダイオードは有機発光層を含む有機電界発光表示素子であることを特徴とする
請求項７に記載の電界発光表示装置。
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【請求項１１】
　選択部は前記発光ダイオードを前記グランドソースに順次的に連結することを特徴とす
る請求項７に記載の電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記三つの発光ダイオードの各々は前記少なくとも二つのグランドソースのうち他の一
つに連結されることを特徴とする請求項９に記載の電界発光表示装置。
【請求項１３】
　スキャンラインを介して駆動部に順次的に供給されるスキャン信号によってデータライ
ンを介してデータ信号を順次的に供給する段階と、
　選択部により、互いに異なる電圧源から前記駆動部に電気的に連結された複数の発光ダ
イオードの各々に互いに異なる電圧を選択的、順次的に供給する段階と、
　前記選択部に複数のサブフィールドの中一つのサブフィールド及び次のサブフィールド
の一部の間前記発光ダイオードのそれぞれの色のための選択信号を供給する段階と、含み
、
　一つのフレームは前記発光ダイオードのそれぞれの色のためのサブフィールドを含み、
　ｋ番目のデータ信号の振幅は実質的に下の式:
【数３】

　で定義され、
　ここで、Ｄｋはｋ番目のデータ信号の振幅、ｎはスキャン信号の全体個数、Ｄｕはデー
タ信号の単位振幅であり、
　前記駆動部はアクティブ領域である表示部に形成され、前記選択部と前記電圧源は非ア
クティブ領域である非表示部に形成される電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記発光ダイオードは各々が赤、緑、青色の光のうち一つを放出して前記電圧源の少な
くとも二つのうち一つに電気的に連結される三つの発光ダイオードを含むことを特徴とす
る請求項１３に記載の電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記発光ダイオードは有機発光層を含む有機電界発光表示素子であることを特徴とする
請求項１３に記載の電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　三つの発光ダイオードに供給された三つの電圧源の電圧は互いに異なることを特徴とす
る請求項１４に記載の電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　最後に供給されたデータ信号の振幅は単位データ信号と同一であることを特徴とする請
求項１３に記載の電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　実質的に各々のサブフィールドの間にのみ発光ダイオードの各々の色のための選択信号
を供給する段階をさらに含み、
　一つのフレームは発光ダイオードの各々の色のためのサブフィールドを含み、
　前記スキャン信号は第１フレームでは第１スキャン方向に順次的に発光ダイオードのそ
れぞれの色のための複数のスキャンラインに供給され、第２フレームでは第２スキャン方
向にそれぞれの色のための前記複数のスキャンラインに供給され、前記第２スキャン方向
は前記第１スキャン方向の逆方向であることを特徴とする請求項１３に記載の電界発光表
示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　前記スキャン信号は第１サブフィールドの間第１方向に、そして同一フレームの前記第
１サブフィールドに引き継いだ第２サブフィールドの間第２方向に供給されることを特徴
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とする請求項１８に記載の電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　前記同一フレームの前記第２サブフィールドに引き継いだ第３サブフィールドの間前記
スキャン信号が前記第１方向に供給されることを特徴とする請求項１９に記載の電界発光
表示装置の駆動方法。
【請求項２１】
　前記第１及び第２方向のうち一つは上向で、前記第１及び第２方向のうち残りの一つは
下向であることを特徴とする請求項２０に記載の電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　第１フレームの最後のサブフィールドの間スキャン信号が第１方向に供給され、第２フ
レームの第１サブフィールドの間スキャン信号が第２方向に供給され、前記第１方向は前
記第２方向と反対であることを特徴とする請求項１９に記載の電界発光表示装置の駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電界発光表示装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極選管(Cathode Ray Tube)の短所である重さと体積を減らし得る各種の平板表
示装置が開発されている。このような平板表示装置としては液晶表示装置(Liquid Crysta
l Display:ＬＣＤ)、電界放出表示装置(Field Emission Display:ＦＥＤ)、プラズマディ
スプレイパネル(Plasma　Display　Panel:以下、"ＰＤＰ"と言う)及びＥＬディスプレイ(
Electro-luminescence:ＥＬ)表示装置等がある。
【０００３】
　ＥＬ表示素子は発光層の材料によって無機ＥＬ素子と有機ＥＬ素子とに大きく区別され
、自ら発光する自発光素子として応答速度が速くて発光効率、輝度及び視野角が大きいと
いう長所がある。このような、ＥＬ表示素子のうち有機物を利用するＥＬ素子である有機
電界発光素子(Organic Emitting Light Diode)は低い直流駆動電圧、薄膜化可能、発光さ
れる光の均一性、容易なパターン形成、他の発光素子に比べるに劣らない発光効率、可視
領域におけるすべての色相発光等の利点を有している。
【０００４】
　また、有機電界発光素子は駆動方式によってパッシブマトリックス型有機電界発光素子
(Passive matrix Organic Emitting Light Diode:ＰＭＯＥＬＤ)とアクティブマトリック
ス型有機電界発光素子(Active Matrix Organic Emitting Light Diode:ＡＭＯＥＬＤ)と
に区分される。
【０００５】
　図１は従来のアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置の一部を示す回路図であ
る。
　図１に示すように、従来のアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置１００は駆
動部１０２と発光部１０４、及び電圧源(ＶＤＤ)に大きく区分されて備えられる。
【０００６】
　さらに詳しく言えば、従来のアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置１００の
駆動部１０２はデータライン１０６とスキャンライン１０８に電気的に連結される。前記
発光部１０４は特定色の光を放出する一つの発光ダイオードを含む。該発光部１０４は一
つの駆動部１０２によって駆動される。
【０００７】
　電圧源(ＶＤＤ)はすべてのピクセルの発光部１０４に同一電圧を供給する。同一電圧は
低い発光効率を有する発光部に充足されなければならない。従って、高い発光効率を有す
る発光部には不必要に高い電圧が供給されるため、電力消耗が増加して駆動用トランジス
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タ１０２は劣化されてＯＬＥＤの寿命が短縮されるという問題点があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明は従来技術の制限と短所による一つ以上の問題点を実質的にとり除く発
光表示装置とその駆動方法を提供することを目的とする。
　本発明の付加的な特徴と利点は次の説明に示されて部分的に前記説明で明白になるか、
又は本発明の実施から理解されるであろう。本発明の目的及びその他の利点は添付した図
面はもちろんのこと、発明の詳細な説明と請求項に特別に示された構造によって実現され
て達成されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様によって、本発明による電界発光表示装置は、データラインとスキャン
ラインに電気的に連結される駆動部と、発光するために該駆動部に電気的に連結される少
なくとも二つの発光ダイオードを含む発光部と、一つの電圧源が他の電圧源から前記発光
ダイオードのうちの各々の一つに供給された電圧と異なる電圧を供給する複数の電圧源と
、これら電圧源と前記発光ダイオードの間で前記発光ダイオードを前記電圧源に選択的に
連結する選択部と、を含むことを特徴とする。
【００１０】
　本発明のまた他の態様によって、本発明による電界発光表示装置は、データラインとス
キャンラインに電気的に連結される駆動部と、発光するために該駆動部に電気的に連結さ
れる少なくとも二つの発光ダイオードを含む発光部と、一つのグランドソース（ground s
ource）がまた一つのグランドソースから前記発光ダイオードのうちの各々の一つに供給
された電圧と異なる電圧を供給する複数のグランドソースと、これらグランドソースと前
記発光ダイオードの間で前記発光ダイオードを前記グランドソースに選択的に連結する選
択部と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　本発明のまた他の態様によって、電界発光表示装置を駆動する方法が提供され、該方法
はスキャンラインを介して駆動部に順次的に供給されるスキャン信号によってデータライ
ンを介してデータ信号を順次的に供給する段階と、互いに異なる電圧源から前記駆動部に
電気的に連結された少なくとも二つの発光ダイオードの各々に互いに異なる電圧を選択的
、順次的に供給する段階と、を含むことを特徴とする。
　前記概括的な説明と以下の詳細な説明は例証的、説明的なものであり、請求された本発
明をより詳しく説明するために意図されたことを理解しなければならない。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、電力消耗が減ることができ駆動電流を供給するための駆動用トランジスタの
劣化を最小化し得ることで、駆動用トランジスタの寿命を延長し得るという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、添付の図面を参照しつつ本発明のプラズマディスプレイ装置を詳細に説明する。
　図２に示すように、アクティブマトリックス型電界発光表示装置３００は駆動部３０２
、三つの電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)、発光部３０４、及び選択部３０６を含
む。
【００１４】
　前記アクティブマトリックス型電界発光表示装置３００の駆動部３０２はデータライン
３０８とスキャンライン３１０に電気的に連結される。前記駆動部３０２はスイッチング
用トランジスタ(Ｔ１)と駆動用トランジスタ(Ｔ２)を含む。
【００１５】
　前記駆動部３０２のスイッチング用トランジスタ(Ｔ１)と駆動用トランジスタ(Ｔ２)は
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ｎタイプのＭＯＳ薄膜トランジスタである。しかし、本発明はこれに限定されず、前記駆
動部３０２のスイッチング用トランジスタ(Ｔ１)と駆動用トランジスタ(Ｔ２)はｐタイプ
のＭＯＳ薄膜トランジスタであることができる。また、前記駆動部３０２のスイッチング
用トランジスタ(Ｔ１)と駆動用トランジスタ(Ｔ２)のそれぞれは回路配置と製造工程によ
って選択的にｐタイプであるか、又はｎタイプのＭＯＳトランジスタであることができる
。
【００１６】
　前記スキャンライン３１０を介してスイッチング用トランジスタ(Ｔ１)にスキャン信号
が供給されれば、スイッチング用トランジスタ(Ｔ１)はターンオンされてデータ信号が駆
動用トランジスタ(Ｔ２)の第１ノード(Ｎ１)やゲートターミナルに供給される。第１ノー
ドに供給されるデータ信号はキャパシタ(Ｃ)に充電されて駆動用トランジスタ(Ｔ２)はタ
ーンオンされて電圧源からグラウンドに電流が流れるようにする。
【００１７】
　典型的な一実施形態を説明するため、アクティブマトリックス型電界発光表示装置３０
０の発光部３０４は一つのピクセルに対応する三つの発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)を含む
。しかし、発光ダイオードの数は二つ以上で、三つに制限されない。
　また、前述した一つのピクセルに対応する三つの発光ダイオードは互いに異なる色の光
を放出するためのＲ、Ｇ、Ｂダイオードを含む。前記一つのピクセルに対応する発光ダイ
オードの数が四つであると、互いに異なる色の光を放出するための四つの発光ダイオード
はＲ、Ｇ、Ｂ、そしてＷダイオードであることができる。
【００１８】
　また、発光ダイオードの色を補償するため、発光ダイオードの数は五つ以上であること
ができる。この場合、発光ダイオードはＲＧＧＢＢ又はＲＧＧＢＢＢダイオードの配置に
配列されることができる。
　また、適当なものとして、発光ダイオードは赤、緑、青、白以外の色であることができ
る。
【００１９】
　前記発光部３０４の複数の発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)は電子注入電極、正孔注入電極
及び発光層を含む。該発光層は電子注入電極と正孔注入電極間に形成された無機又は有機
化合物から形成されることができる。電子が発光層に注入されれば、該注入された電子と
注入された正孔とが互いに対を成す。注入された正孔-電子対が励起されて発光を起こす
。
【００２０】
　この時、三つの電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)のそれぞれは三つの発光ダイオ
ード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)のそれぞれに電気的に連結される。三つの電圧源の各々は互いに異なる
電圧を発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)に供給する。
【００２１】
　Ｒ、Ｇ、Ｂダイオードのそれぞれは互いに異なる発光特性のため互いに異なるしきい電
圧を有する。例えば、三つの発光ダイオードのうち発光ダイオード(Ｂ)が高いしきい電圧
を有すると、電圧源(ＶＤＤＢ)が高い電圧を供給する。あるいは、例えば、発光ダイオー
ド(Ｇ)が比較的低いしきい電圧を有すると、電圧源(ＶＤＤＧ)が比較的低い電圧を供給す
る。
【００２２】
　また、一つの電圧源は他の電圧源と異なる電圧を発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)に供給す
ることができる。図３に示すように、同一電圧源は同一電圧を二つの発光ダイオード(Ｒ
、Ｇ)に供給することができ、互いに異なる電圧源は互いに異なる電圧を残っている発光
ダイオード(Ｂ)に供給することができる。発光ダイオード(Ｒ)のしきい電圧は発光ダイオ
ード(Ｇ)のしきい電圧と同一で、発光ダイオード(Ｂ)のしきい電圧は異なる。
【００２３】
　図２に示すように、前記選択部３０６は電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)と発光
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ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)の間に位置する。前記選択部３０６は発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、
Ｂ)を電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)に選択的に連結する。
【００２４】
　該選択部３０６は三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)と三つの選択ライン(３１２
、３１４、３１６)を含む。
【００２５】
　三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)の各々は電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤ
Ｂ)と発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)の間に位置する。
【００２６】
　前記選択部３０６の三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)はｎタイプのＭＯＳ薄膜ト
ランジスタであるが、本発明はこれに限定されることなく、前記選択部３０６の三つのト
ランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)はｐタイプのＭＯＳ薄膜トランジスタであることができる
。また、前記選択部３０６の三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)のそれぞれは回路配
置と製造工程によって選択的にｎタイプであるか、又はｐタイプの薄膜トランジスタであ
ることができる。
【００２７】
　三つの選択ライン(３１２、３１４、３１６)の各々は三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４
、Ｔ５)に対するゲート(Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３)に連結される。三つの選択信号が三つのトラ
ンジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)に対する三つのゲート(Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３)に順次的に供給さ
れる。従って、三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)は順次的にターンオンされてソー
ス電圧が三つの電圧源から三つの発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)に順次的に供給される。
【００２８】
　前記電界発光表示装置３００は駆動部３０２と発光部３０４と分離された基板のそれぞ
れに形成され、二つの分離された基板のうち一つが残りの一つと附着されるトップエミッ
ション方式のＤＯＤ構造を有する。しかし、本発明はこれに制限されない。前記電界発光
表示装置３００の駆動部３０２と発光部３０４は同一基板上に形成することができて、金
属キャップ、ガラスキャン、保護膜又はこれらの組み合わせのプロテクターにより密封す
ることができる。
【００２９】
　前記アクティブマトリックス型電界発光表示装置３００の駆動部３０２と発光部３０４
はアクティブ領域(Ａ)に形成することができる。前記選択部３０６と複数の電圧源(ＶＤ
ＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)は非アクティブ領域(Ｂ)に形成される。
　前記界発光表示装置３００の素子の配置が図２に図示されているが、本発明はこれに制
限されることなく、配置は電界発光表示装置の必要と必要条件によって変わることができ
る。
【００３０】
　図４～６を参照して本発明の一実施形態によるアクティブマトリックス型電界発光表示
装置の駆動方法についてより詳しく説明する。
　図４に示すように、前記アクティブマトリックス型電界発光表示装置３００は複数のピ
クセルＭ×Ｎを含む。ピクセルＭ×Ｎのそれぞれは駆動部３０２と発光部３０４を含む。
前記駆動部３０２の各々はデータライン３０８とスキャンライン３１０との交差点に位置
する。前記発光部３０４は三つの発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)を含む。三つの発光ダイオ
ード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)は同一駆動部３０２に電気的に連結される。
【００３１】
　すべての種類のピクセルに対する発光ダイオード(Ｒ)のすべては同一電圧源(ＶＤＤＲ)
に電気的に連結される。すべての種類のピクセルに対する発光ダイオード(Ｇ)のすべては
同一電圧源(ＶＤＤＧ)に電気的に連結される。すべての種類のピクセルに対する発光ダイ
オード(Ｂ)のすべては同一電圧源(ＶＤＤＢ)に電気的に連結される。
【００３２】
　前記選択部３０６は電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)と発光ダイオード(Ｒ、Ｇ
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、Ｂ)の間に位置する。該選択部３０６はその二つを、選択ライン(３１２、３１４、３１
６)を通過する選択信号によって選択的に連結する。
【００３３】
　また、前記電界発光表示装置３００は制御器、スキャンドライバ、データドライバ(図
示せず)を含む。制御器はビデオ装置のような外部イメージ装置からイメージデータの供
給を受ける。制御器はイメージデータによって制御信号を発生させる。制御信号はスキャ
ンドライバ、データドライバ、そして電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)に供給され
る。スキャンドライバはスキャン信号を制御信号によって前記スキャンライン３１０を介
してスイッチング用トランジスタ(Ｔ１)に供給する。データドライバはデータライン３０
８を介して駆動用トランジスタ(Ｔ２)のゲートにデータ信号を供給する。
【００３４】
　スキャン信号とデータ信号は制御器によって同期されることができる。電圧源(ＶＤＤ
Ｒ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)は制御器によってデータ信号やスキャン信号と同期された制御
器からの制御信号によって三つの発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)に電圧を供給する。
【００３５】
　前記スキャン信号３１０がスキャンライン３１０を介してスイッチング用トランジスタ
(Ｔ１)に供給されれば、スイッチング用トランジスタ(Ｔ１)はターンオンされてデータ信
号は第１ノード(Ｎ１)又は駆動用トランジスタ(Ｔ２)のゲートに供給される。
【００３６】
　第１ノード(Ｎ１)に供給されるデータ信号はキャパシタ(Ｃ)に充電され、駆動用トラン
ジスタ(Ｔ２)はターンオンされて電圧源(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)からグラウンド
(ＧＮＤ)に電流が流れるようにする。
【００３７】
　図５と図６に示すように、一つのフレームは三つのサブピクセルや三つの発光ダイオー
ド(Ｒ、Ｇ、Ｂ)に対応するサブフィールド(ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３)に分けられることが
できる。
【００３８】
　第１サブフィールド(ＳＦ１)において、前記データライン３０８を介して第１列からＮ
列まで駆動用トランジスタ(Ｔ２)のゲートに供給されるスキャン信号と同期された第１選
択信号(ＣＬ１)が選択ライン３１２を介して第３トランジスタ(Ｔ３)のゲート(Ｇ１)に供
給される。図６に示すように、第１選択信号がそれぞれのサブフィールド(ＳＦ１)と次の
サブフィールド(ＳＦ２)の一部の間発光ダイオードのそれぞれの色のために提供される。
【００３９】
　スイッチング薄膜トランジスタ(Ｔ１)がターンオフされても、第２サブフィールド(Ｓ
Ｆ２)のデータ信号が供給されるまでにキャパシタ(Ｃ)に充電されて複数の赤色発光ダイ
オード(Ｒ)のための発光を維持する。
【００４０】
　スキャン信号が順次的に入力されれば、より低いスキャン信号が順次的に入力されるこ
とによってより低いスキャン信号による発光の反復時間がより高いスキャン信号によるも
のより短いから、データ信号の振幅が漸次に増加する。図７を参照すれば、ｋ番目のデー
タ信号とｋ＋１番目のデータ信号の振幅は次の式で表せる。
【数１】

　ここで、ＤｋとＤｋ＋１はｋ番目のデータ信号とｋ＋１番目のデータ信号の振幅で、ｎ
はスキャン信号の全体個数で、Ｄｕはデータ信号の単位振幅である。
【００４１】
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　従って、最後のデータ信号の振幅はデータ信号の単位振幅と同一である。
　第２及び第３フィールド(ＳＦ２及びＳＦ３)において、第１フィールド(ＳＦ１)と同一
プロセスが遂行されるが、ポジティブスキャン信号(ＳＬ１～ＳＬＮ)が第１列の緑及び青
色の発光ダイオード（Ｇ、Ｂ）でＮ番目の列の赤色発光ダイオード(Ｒ)までスキャンライ
ン３１０を介してスイッチング用トランジスタ(Ｔ１)に順次的に供給される。
【００４２】
　また、第２及び第３サブフィールド(ＳＦ２、ＳＦ３)において、第１列から第Ｎ列まで
前記データライン３０８を介して駆動用トランジスタ(Ｔ２)のゲートに供給されたスキャ
ン信号に同期された第２選択信号(ＣＬ２)と第３選択信号(ＣＬ３)がそれぞれ異なる選択
ライン３１４、３１６を介して第４及び第５トランジスタ(Ｔ４、Ｔ５)のゲート(Ｇ１)に
供給される。図６に示すように、第２及び第３選択信号がそれぞれのサブフィールドと次
のサブフィールドの一部の間発光ダイオードのそれぞれの色のために提供される。
【００４３】
　スイッチング薄膜トランジスタ(Ｔ１)がターンオフされても、第２サブフィールド(Ｓ
Ｆ２)と次のフレームの第１フィールドのデータ信号が供給されるまでにデータ信号がキ
ャパシタ(Ｃ)に充電されて複数の緑及び青色の発光ダイオード（Ｇ、Ｂ）のための発光を
維持する。
【００４４】
　ただ一つの駆動部３０２のみが互いに異なる三つの電圧がそれぞれ供給される一つのピ
クセル当たり発光部３０４の三つの発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)を駆動するので、前記駆
動部３０２の駆動用トランジスタの幅Ｗ/Ｌは増加することで、駆動用トランジスタのし
きい電圧(ＶＧＳ)は減少されることができる。
【００４５】
　また、電力消耗が減ることができ駆動電流を供給するための駆動用トランジスタの劣化
を最小化し得ることで、駆動用トランジスタの寿命を延長させることができる。
【００４６】
　図８及び図９を参照すれば、第１～第３選択信号(ＣＬ１-ＣＬ３)のそれぞれは実質的
に第１～第３サブフィールド(ＳＦ１-ＳＦ３)のそれぞれの間にのみ先に入力される。ス
キャニング方向はサブフィールドのそれぞれに対して順次的に変わる。例えば、特定フレ
ームの第１サブフィールド(ＳＦ１)でスキャニング方向は下向である。同フレームの第２
サブフィールド(ＳＦ２)のスキャニング方向は上向である。同フレームの第３サブフィー
ルド(ＳＦ３)と次のフレームの第１サブフィールド(ＳＦ１)のスキャニング方向は下向及
び上向である。
【００４７】
　図１０に示すように、本発明のまた一つの一実施形態によるアクティブマトリックス型
電界発光表示装置４００は駆動部４０２、共通電圧源(ＶＤＤ)、発光部４０４、選択部４
０６、三つのグラウンドソース(ＶＳＳＲ、ＶＳＳＧ、ＶＳＳＢ)を含む。図２を参照して
前述した説明は便宜のために本実施形態では省略する。
【００４８】
　前記アクティブマトリックス型電界発光表示装置４００の駆動部４０２はデータライン
４０８とスキャンライン４１０に電気的に連結される。前記駆動部４０２はスイッチング
用トランジスタ(Ｔ１)と駆動用トランジスタ(Ｔ２)を含む。前記駆動部４０２のスイッチ
ング用トランジスタ(Ｔ１)と駆動トランジスタ(Ｔ２)はｐタイプＭＯＳ薄膜トランジスタ
であることができる。
【００４９】
　前記アクティブマトリックス型電界発光表示装置４００の発光部４０４は一つのピクセ
ルに対応する三つの発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)を含む。例えば、前述した一つのピクセ
ルに対応する三つの発光ダイオードは互いに異なる色の光を放出するためのＲ、Ｇ、Ｂダ
イオードを含む。三つの発光ダイオードの各々は同一駆動用トランジスタ(Ｔ２)と三つの
グランドソース(ＶＳＳＲ、ＶＳＳＧ、ＶＳＳＢ)の各々の間に位置する。
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【００５０】
　この時、三つのグランドソース(ＶＳＳＲ、ＶＳＳＧ、ＶＳＳＢ)の各々は三つの発光ダ
イオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)のそれぞれの一つに電気的に連結される。三つのグラウンドソース
(ＶＳＳＲ、ＶＳＳＧ、ＶＳＳＢ)の各々は互いに異なる三つのグラウンド電圧を発光ダイ
オード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)に供給する。
【００５１】
　前記選択部４０６はグランドソース(ＶＳＳＲ、ＶＳＳＧ、ＶＳＳＢ)と発光ダイオード
(Ｒ、Ｇ、Ｂ)の間に連結される。該選択部４０６は発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、Ｂ)を電圧源
(ＶＤＤＲ、ＶＤＤＧ、ＶＤＤＢ)に選択的に連結する。
【００５２】
　該選択部４０６は三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)と三つの選択ライン(４１２
、４１４、４１６)を含む。該選択部４０６の三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)は
ｐタイプのＭＯＳ薄膜トランジスタである。
【００５３】
　三つの選択ライン４１２、４１４、４１６の各々は三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、
Ｔ５)のゲート(Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３)の各々に連結される。三つの選択信号は三つのトラン
ジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)の三つのゲート(Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３)に順次的に供給される。従
って、三つのトランジスタ(Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５)の各々は順次的にターンオンされて、グラ
ンドソースの各々は互いに異なる三つのグランド電圧を三つの発光ダイオード(Ｒ、Ｇ、
Ｂ)に供給する。
　以上、説明した内容を通じて当業者であれば本発明の技術事象を外れない範囲で変更が
可能であり、本発明の技術的範囲は、明細書の詳細な説明に記載された内容に限るのでは
なく、特許請求範囲により定めるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】従来のアクティブマトリックス型有機電界発光表示装置の一部を示す回路図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態によるアクティブマトリックス型電界発光表示装置を示す回
路図である。
【図３】本発明のまた一つの一実施形態によるアクティブマトリックス型電界発光表示装
置の駆動部、発光部及び三つの電圧源を示す回路図である。
【図４】図２のアクティブマトリックス型電界発光表示装置を示す回路図である。
【図５】図４のアクティブマトリックス型電界発光表示装置を駆動するための一つのフレ
ームによるサブフィールドを示す図である。
【図６】図４のアクティブマトリックス型電界発光表示装置を駆動するための選択信号を
示す波形図である。
【図７】図６のアクティブマトリックス型電界発光表示装置を駆動するための一つのフレ
ームによるサブフィールドを示す図である。
【図８】図４のアクティブマトリックス型電界発光表示装置を駆動するための一つのフレ
ームによるサブフィールドを示す図である。
【図９】図４のアクティブマトリックス型電界発光表示装置を駆動するための選択信号を
示すまた一つの波形図である。
【図１０】本発明のまた一つの一実施形態によるアクティブマトリックス型電界発光表示
装置を示す回路図である。
【符号の説明】
【００５５】
３００　アクティブマトリックス型電界発光表示装置
３０２　駆動部
３０４　発光部
３０６　選択部
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